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要旨
本研究の目的は、子育て中の母親の育児感情と養育行動や育児を振り返る行為(省察)の
関連を明らかにすることであった。また、サポートの観点から、保育所・幼稚園での子育て
相談が育児感情に与える影響についても併せて研究目的とした。保育所と幼稚園に通う幼児
731名の保護者に対し質問紙を配布し、育児感情、子育ての省察、養育行動、保育相談支援
の利用に関する項目に回答を求めた。その結果、「子育て充実感」は、子どもの気持ちを汲み
取るなど、子ども理解の視点と関連があることが理解され、さらに子どもに積極的に関与す
ることや、肯定的なかかわりにつながることが理解された。一方、「子育て不安感・負担感」
は、子どもに対して感情的に叱るなどの行為と関連することが理解された。また、保育相談
支援は母親の育児不安や育児負担を軽減するなど、育児感情にプラスの影響を及ぼすことが
示唆された。
1.問題と目的
(1)保護者の育児感情とその関連要因
従来、子育ては家族や地域社会における人間関係の中で行われてきた。だが、近年は核家
族化や少子化が進み、子育てに対する価値観の多様化や家族形態、地域内の人間関係も大き
く変化していった。こうした社会情勢の変化は同時に育児に対する心理的・身体的負担感を
高めるものになり、従来のような親子や一家族だけでは順調かつ容易に子育てを行うことを
困難にしている。また、こうした状況で生まれる「育児ストレスJr育児不安」は子どもたち
の「育つ環境」にも関わる重要な問題といえる。 1980年代に入り、こうした育児ストレス
や育児不安など子育てに共通する問題が広く社会一般に認知されるようになった。
先駆的に「育児不安」を研究してきた牧野 (1982)によれば、 育児不安とは「子どもの現
状や将来あるいは育児のやり方や結果に対する漠然とした恐れを含む情緒の状態」であり、
乳幼児を育てている母親が抱える「不安Jr疲労Jr焦りJrイライラ」といった多様な感情面
の問題といえる。こうした子育てに対する否定的な感情については、「育児不安Jr育児スト
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レスJI育児負担」といった側面から、これまで多くの研究が行われている(牧野 1982、寺
見・別府・西垣2008など)。
一方で育児においては否定的な感情だけでなく、肯定的な感情に着目する研究もいくつか
ある。相木・若松 (1994)は、母親の育児感情には肯定感情と否定感情がアンピパレントに
存在することを明らかにしている。住田 (1999)も、育児は母親の肯定的感情がその基底と
した上で、育児不安が高まり肯定的感情を上回ると、混乱や不安状態に陥るとの見解を示し、
さらに育児肯定感情の高さは、育児ストレス耐性の高さに関連性をするとの指摘をしている。
これらの研究から、育児感情を考える際に、育児不安・育児ストレスだけではなく、肯定的
な感情を併せて検討することが必要といえるだろう。
次に育児感情が実際の養育行動(育児方法)に与える影響を見てみると、育児不安などの
否定的感情は、多くの養育者に共通の感情である一方で、それが過剰になった場合、子ども
虐待のリスクとなることが指摘されている(岩堂・松島、 2001)。浦山・金川・大木 (2009)
の研究では、母親が感じる子どもや夫へのストレスの高さが、不適切な養育行動(例えば「感
情的八つ当たりJI傷つける暴言を言うJI顔を平手打ちするJ)に有意に関連するとの報告が
なされている。また、育児ストレスと母子相互交渉の関連性について調べた長谷川 (2007)
の研究では、育児ストレスが高い母親は、子どもからの問いかけなどに対して応答性が低い
ことを明らかにしている。さらに輿石 (2005)の研究では、子どもに対する統制不能感が高
まると育児不安が高まること、また母親が子どもに主導権を与えず自らが場面を統制しよう
とする不適切な養育行動は、母子聞の葛藤を増幅させ、母親の育児不安をさらに高めること
につながると報告している。こうした研究から、母親の育児不安や育児ストレスの高低が、
実際の養育行動へ強く影響を及ぼす要因であることが窺える。
さらに近年、保護者の育児感情を規定する要因として注目されているのが、子どもの育ち
ゃ育児について保護者がどのように捉えているか、いわゆる子育てへの認知(振り返り)や
省察の視点である。臨床心理学の分野では、ストレスを生じるような刺激となる物事(ストレッ
サー)が同じでも、それに対するストレスの度合いの受け取り方は、その人のとらえ方によっ
て異なるという、いわゆる認知側面に着目した治療法が確立している (L沼町田&Folkman 
1984)。このことは、子育てにおいても保護者が育児でどの程度ストレスや不安を感じるか、
もしくは充実していると感じるかは、保護者自身の問題や状況のとらえ方によって随分と違っ
てくることを示唆している。民家 (1995)は、育児における困難な状況をどのようにとらえ
るかという母親の現実知覚により、その後の状況に違いが生じることを指摘している。また
斎藤 (2000)も、乳幼児に対するネガティブな感情の認知が母親の育児負担感に影響を与え
ることを明らかにしている。さらに、朴・杉村 (2006)は、日々の具体的な育児行動やそれ
に伴う自分の認知や感情を、母親がどのようにとらえているのかを知ることは、子育て支援
を考える上で重要であると述べ、その理由として親の認知は養育態度の規定要因として働い
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ているだけでなく、他の規定要因に比べ親自身がコントロールしやすく、さらに他者もその
援助を行いやすいとの見解を示している。これらの研究から、育児感情を捉える視点として、
実際の養育行動との関連を調べることと併せて、保護者が自身の子育てをどのように捉えて
いるかという視点に着目することは意義があることに思われる。
(2)ソーシャル・サポートしての保育相談支援
母親の育児不安や育児ストレスの軽減、もしくは育児肯定感の向上に寄与する要因として、
家庭内・家庭外のサポートの有効性がこれまで多くの研究で示されてきた。なかでも夫婦関
係におけるサポートに焦点を当てた研究は多く、夫の育児参加が、母親の育児に対する肯定
感を高め、制約感を低くすることや(若松・相木、 1994)、夫婦間での会話時間の確保が子
育て期の母親にとって疎外感を低減すること(伊藤ほか、 1999)などがわかっている。
一方で、こうした家庭内からのサポートを得られない状況にある母親にとっては、育児仲
間や専門家といった地域援助の果たす役割は大きい。家庭外のサポートの重要性については、
子育てについて話し合える人や交流の場所があることは、ストレス緩和に非常に有効とされ
ている(手島・原口、 2003)。現在、わが国の子育て支援の潮流としても、子育て中の母親
が集える場の提供(子育て支援拠点事業)が積極的に推進されている。
しかし、積極的に仲間づくりができる母親とは別に、仲間関係づくりが苦手な母親の存在
も指摘されている(中西・岩堂2004)。渡辺・石井 (2010)は、自己効力感の低い母親は積
極的な行動を苦手とする場合が多いために、自ら進んで育児仲間を求めることや育児サーク
ルへの参加に対し、敷居が高いと感じていると指摘した上で、このような場合、養育者以外
に子どもとの接触時聞が多い保育士からの情報提供や助言が問題解決の糸口になると述べて
いる。また、荒牧・無藤 (2008)の研究では、母親の子育てへの否定的・肯定的感情とその
関連要因について検討を行い、その結果、育児に対する「負担感」など否定的感情は夫や友
人、そして保育者からサポートが多いほど低く、逆に、「肯定感」はこれらのサポートが多い
ほど高いことが報告されている。これらの研究を踏まえると、幼稚園や保育所における保育
者の相談支援は、育児中の母親にとっての重要なソーシャル・サポートの一端を担っている
ことが理解される。また、保育者の相談支援活動の重要性は、 2008年度に改訂された保育
所保育指針において、新たに「保護者に対する支援」の章が設けられたこと、また、同年に
改訂された幼稚園教育要領においても、保護者との連携の必要性が述べられることからも窺
うことができる。
(3)目的
以上の議論を踏まえ、本研究は次の2つを研究目的とした。
①母親の育児感情と養育行動や育児を振り返る行為(省察)の関連を明らかにする。
②保育所・幼稚園での保育相談支援と、育児感情、養育行動、育児を振り返る行為(省察)
の関連性について明らかにする。
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本研究の目的設定の理由は、育児不安等の育児感情、養育行動、育児を振り返る行為、そ
れぞれが研究として蓄積されてきているものの、その関連性について述べられている研究が
少ないこと。また、それらに対して保育相談支援がどのように影響を及ぼすかについての見
解を示す研究がみられないことにある。本研究により、上述で示す要因の関連性が明らかに
なることは、保育現場における子育て支援や相談支援活動をより具体的・効果的に行うため
の示唆が得られるのではないかと考える。
2.方法
(1)調査対象および方法
幼稚園・保育所を利用している子育て中の母親を対象に質問紙調査を実施した。調査場所
は協力を了承してくれた、北海道 (2市)、新潟県 (1市)、福岡県 (3市)の保育所・幼稚園
9施設である。質問紙の配布・回収は園を通じて行われ、計1，150名の園児の母親に質問紙
を配布、そのうち回答に不備のなかった731名 (63.6%)を分析対象とした。調査時期は
2012年9月"-'2012年11月であった。なお、分析には統計処理ソフトSPSS.ver19を使用
した。
(2)調査項目
①母親の育児感情に関する尺度:寺見・別府・西垣ほか (2008)を参考に、母親の育児感情
について17項目を作成し、 5段階評定で回答を求めた。
②育児への省察に関する尺度:母親自身の育児への振り返りについて、朴・杉村 (2007)を
参考に10項目を作成し、 5段階評定で回答を求めた。
③養育行動に関する尺度:母親の養育スキルについて、三鈷 (2008)を参考に 11項目を作
成し、 5段階評定で回答を求めた。
④その他、フェイスシートおよび「保育施設への相談しやすさ」を尋ねる項目 (5段階評定)
を設定した。
3.結果
(1)対象者の属性
対象者731名の年齢は、 30歳代が最も多く、前半・後半を合わせると約66%を占めてい
る。就労状況を見ると、フルタイム、パートタイム、専業主婦の人数はほぼ同数である。子
どもの人数は2人が最も多く約半数であった(表1)。また、全体の100名が母子家庭であっ
たことを書き加えておく。
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表 1 対象の属性 (母親:731名)
属性 項目 n % 属性 項目 n % 
20歳未満 2 0.3 1人 215 29.4 
20~24 歳 21 2.9 子ども数 2人 367 50.2 
年齢
25~29 歳 120 16.4 3人以上 149 20.4 
30~34 歳 237 32.4 l年未満 81 11. 1 
35~39 歳 252 34.5 1~3 年未満 173 23. 7 
40歳以上 99 13.5 居住年数 3~5 年未満 266 36.4 
フノレタイム 250 34.2 6~10 年未満 176 24. 1 
就労状況 ノ4ー トタイム 239 32. 7 10年以上 33 4.5 
専業主婦 242 33. 1 
(2)育児感情・育児への省察・養育行動の因子分析
まず母親の育児感情に関する尺度 (17項目)の因子構造の検討を行うため、主因子法・プ
ロマックス回転による因子分析を行った。その結果、 2項目が因子負荷量.40に満たなかっ
たため削除し、再度 15項目で因子分析した結果、 3因子が抽出された。第1因子は、子育て
を通じての喜びゃ経験の広がり等を示す内容であることから「子育て充実感」と命名した。
第2因子は、子育てに対する全般的な不安等を示す内容であることから「子育て不安感」と
命名した。第3因子は、子育て中の疲労やストレスなどを示す内容であることから「子育て
負担感」と命名した。因子構造の内的整合性を検討するため、各下位因子について
Cronbachのα係数を算出した。その結果、「子育て充実感J.72、「子育て不安感J.78、「子
育て負担感J.72であり、概ね良好な値であったため内的整合性は十分であると判断した。
なお、 3因子の聞にはそれぞれ有意な相闘がみられた(表2)。
表2 母親の育児感情の因子分析 (プロマックス回転後)
F1 F2 F3 h2 
<第1因子子育て充実感>(α=.72) 
子育てによって毎日の生活にはりあいができた 78 01 -.01 .60 
子どもとのふれあいや子育てが楽しく、幸せだ 68 .02 .19 .59 
子育てによって様々な経験ができた 67 01 1 .40 
子育てによって家族の結びつきが深まった 67 -.06 .09 .42 
子どもの顔をみると気持ちが安らぐ 57 15 -.20 .41 
子育てを通じて人間関係が広がった 55 05 .16 .26 
子育てを通して自分は成長した 48 一14 05 .25 
〈第2因子子育て不安感>(a=. 78) 
他の育児と比べて、自分の育児の仕方が正しいのか不安になる -.03 80 02 .6 
雑誌等の情報をみると、自分の育児法が正しいのか不安になる .02 78 .01 .60 
子どもに問題があるのは、私のせいであると思う .01 58 -.04 .31 
子どもの食事や栄養に関することが心配だ 07 54 -.05 .26 
子育てや子どもに関わることに自信がない 一.1 .53 .14 .42 
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く第3因子子育て負担感>(0;=. 72) 
子育てをしているとイライラすることがある
子育ては大変疲れる
一人でのんびりする時聞が欲しい
因子間相関
F1 
加畑困綿
06 -.01 I .68 I .43 
目。3 -.04 I .61 I .34 
F1 F2 F3 
F2 -.18 
F3 -.22 .36 
次に、子育てへの省察に関する尺度 (10項目)の因子構造の検討を行うため、主因子法・
プロマックス回転による因子分析を行った。その結果1項目が因子負荷量.40に満たなかっ
たため削除し、再度9項目で因子分析した結果、 3因子が抽出された。第1因子は育児の際
に子どもの性格を考える、子どもの気持ちを振り返るなどの内容であることから「子どもへ
の省察」と命名した。第2因子は母親が自分自身の子育てへの振り返りを示す内容であるこ
とから「親自身の省察」と命名した。第3因子は、他者の子育てをみて考えるなどを示す内
容であることから、「他者の子育て参照」と命名した。因子構造の内的整合性を検討するため、
各下位因子についてCronbachのα係数を算出した。その結果、「子どもへの省察J.75、「親
自身の省察J.88、「他者の子育て参照J.67であり、概ね良好な値であったため内的整合性は
十分であると判断した。なお、 3因子の聞にはそれぞれ有意な相闘がみられた(表3)。
表3 育児への省察に関する尺度の因子分析 (プロマックス回転後)
く第 1因子子どもへの省察>(ロ=.75) 
普段子どもの行動をみるとき、子どもの性格や特徴を踏まえながらみる
あらかじめ子どもの行動や態度を予測しておくことがある
子どもをほめたり叱ったりした後、子どもの気持ちを振り返ることがある
子どもと話すとき、子どもの表情や態度に注意することがある
子どもの将来を見通して育てている
<第2因子親自身の省察>(臼=.88)
自分の子育て方針を振り返り改善すべきところを考えることがある
子どもと話した後、自分の言い方が適切かどうか振り返ることがある
<第3因子他者の子育て参照>(日=.67)
他の人の子育ての仕方をみて、自分の子育てに必要なことに気づくことがある
他の人が子どもにどのように接しているか注意深く見ることがある
F1 F2 F3 h2 
-.04 -.08 .50 
.02 一回07 .43 
03 18 .42 
一.05 .21 .36 
04 -.08 .23 
-.07因。7 .62 
.00 一回02 .53 
一10∞図 77
13 .00 I .5 I .38 
因子開相関 F1 F2 F3 
Fl 
F2 .40 
F3 .40.33 
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最後に、実際の育児方法に関する尺度 (11項目)の因子構造の検討を行うため、主因子法・
プロマックス回転による因子分析を行った。その結果3項目が因子負荷量.40に満たなかっ
たため削除し、再度8項目で因子分析した結果2因子が抽出された。第1因子は、子どもを
励ます等の内容であることから「積極的・肯定的関心」と命名した。第2因子は、感情的に
叱ってしまう等の内容であることから「感情的な叱責」と命名した。因子構造の内的整合性
を検討するため、各下位因子についてCronbachのα係数を算出した。その結果、「積極的・
肯定的関心J.78、「感情的な叱責J.80であり、概ね良好な値であったため内的整合性は十分
であると判断した。なお、因子聞に相聞はみられなかった(表4)。
表4 養育行動に関する尺度の因子分析 (プロマックス回転後)
<第1因子積極的・肯定的関心><α=.78)
何が良かったのか子どもに伝えながらほめる
子どもが困っているときには、良い解決策を一緒に探す
何か家事をしていても、子どもの様子や状況をできるだけ把握するようにする
子どもが困っているとき、言葉で励ます
どんなに忙しくても、子どもと話したり一緒に遊んだりする
<第2因子感情的な叱責>(日=.80)
感情にまかせて子どもを叱る
子どもが言うことをきかないと、大声でどなりつける
F1 F2 h2 
.03 .57 
.02 .48 
一.04 .47 
.05 .46 
-.08 .23 
一;図:;
因子間相関 円 F2 
Fl 
F2 .02 
(3)育児感情と育児への省察・方法の関連
まず、育児感情と子育てへの省察の関連を調べるためPearsonの積率相関係数による分析
を行った。その結果、「子育て充実感」と「子どもへの省察Jr他者の子育て参照」の聞に低
い正の相闘がみられた。また、「子育て不安感Jr子育て負担感」は、「親自身の省察Jr他者
の子育て参照」との聞に低い正の相闘がみられた(表5)。
表5 育児感情3因子と子育てへの省察3因子の相関
充実感 不安感 負担感
子どもへの省察 .27安* .ー05 .03 
親自身の省察 .08 .27安* .19女合
他者の子育て参照 .20合* .26** .14合*
会*=p<.Ol
母親の育児感情に影響を及ぼす要因の探索的検討
22 一母親の育児方法・育児への省察および保育相談支援との関連一 (中山・渡遺・春高・木山)
次に、育児感情と養育行動の関連について調べるためPearsonの積率相関係数による分析
を行った。その結果、「子育て充実感」は、「積極的・肯定的関心」との聞に正の相闘がみら
れ、「感情的な叱責」との聞に低い負の相聞がみられた。一方、「子育て不安感J["子育て負担
感」は、「積極的・肯定的関心」との聞に値は低いが負の相聞がみられ、「感情的な叱責」と
の聞には正の相闘がみられた(表6)。
表6 育児感情3因子と養育行動2因子の相関
充実感 不安感 負担感
積極的・肯定的関心 .37帥 ・.16帥 ・.15帥
感情的な叱責 .ー21帥 .32帥 .41帥
**=p<.Ol 
(4)保育相談の利用と育児感情の関係
保育相談支援が母親の育児感情に影響を及ぼしているのかを調べるため、「相談しやすい」
と回答した群 (559名)、「相談しづらい」と回答した群 (66名)の2群に分け、それらを独
立変数、育児感情の3因子を従属変数とする被験者間要因による t検定を行った。なお、「ど
ちらともいえない」と回答した 106名は対象から除外した。その結果、「相談しやすい」と
回答した群は「相談しづらい」と回答した群に比べ、「子育て充実感」は高く、「子育て不安
感J["子育て負担感」は低いという結果が示された(表7)。
表7 「相談しやすい群」と「相談しづらい群」による育児感情の比較
n 平均値 SD t値
充実感 相談しやすい 559 31.79 3.21 6.56** 
相談しづらい 66 28.97 4.04 
不安感 相談しやすい 559 15.06 3.98 3.71** 
相談しづらい 66 16.97 3.67 
負担感 相談しやすい 559 11.81 1.82 3.77** 
相談しづらい 66 12.83 2.1 
**=p<.Ol 
次に、「相談しやすいJ["相談しづらい」それぞれの群によって、育児感'情と子育てへの省
察について、相関関係に違いがあるかを調べるためにPearsonの積率相関係数による分析を
行った。その結果、「相談しやすい」と回答した群、「相談しづらい」と回答した群、双方に
「子育て充実感」と「子どもへの省察J["他者の子育て参照」の聞に正の相関関係がみられ、
また、「子育て不安感J["子育て負担感」と「親自身の省察J["他者の子育て参照」に正の相関
関係がみられた。また「相談しづらい」と回答した群は、「相談しやすい」と回答した群に比
べ、すべての因子間で高い相関関係であった。また、「子育て負担感」と「子どもへの省察」
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の聞には、「相談しづらい」と回答した群にのみ相関関係がみられた(表8、9)。
表8 育児感情因子と省察因子の相関
[相談をしやすいと回答した群 (559名)J
充実感 不安感 負担感
子どもへの省察 .22** .ー05 .01 
親自身の省察 .04 .25** .17** 
他者の子育て参照 .12** .26** .15** 
**=p<.Ol 
表9 育児感情因子と省察因子の相関
[相談をしづらいと回答した群 (66名)] 
充実感 不安感 負担感
子どもへの省察 .34** .ー01 .27** 
親自身の省察 .11 .37** .42** 
他者の子育て参照 .38** .42** .31** 
**=p<.Ol 
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最後に、それぞれの群によって、育児感情と養育行動について、相関関係に違いがあるか
を調べるためにPearsonの積率相関係数による分析を行った。その結果、「相談しやすい」
と回答した群、「相談しづらい」と回答した群、双方に「子育て充実感」と「積極的・肯定的
関心」の聞に正の相関、「子育て充実感」と「感情的叱責」の聞に負の相聞がみられた。また、
それぞれの群の「子育て不安感J["子育て負担感」と「感情的な叱責」の聞には正の相闘がみ
られた。(表 10、11)。
表 10 育児感情因子と養育行動因子の相関
[相談をしやすいと回答した群 (559名)J
積極的・肯定的関心
感情的な叱責
**=p<.Ol 
充実感 不安感 負担感
.29** ー.14** .ー16**
.ー24** .33** .44** 
表11 育児感情因子と養育行動因子の相関
[相談をしづらいと回答した群 (66名)] 
充実感 不安感 負担感
積極的・肯定的関心 .50帥 ・.17 -.06 
感情的な叱責 .ー24付 .25帥 .38帥
**=p<.Ol 
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4.考察
(1)育児感情と省察行為の関連
育児感情と子育てへの省察の関連を調べるため相関分析を行った。その結果、「子育て充実
感」と「子どもへの省察」の聞に低い正の相闘がみられた。また、「子育て不安感Jr子育て
負担感」は、「親自身の省察」との聞に低い正の相闘がみられた。この結果から、子育てに対
する充実感は、「普段子どもの行動をみるとき、子どもの性格や特徴を踏まえながらみる」、「あ
らかじめ子どもの行動や態度を予測しておくことがある」などの、子どもへの共感的理解の
視点と関連があることが理解された。荘厳ら (1989)は、母子相E作用における母親の応答
性や反応性は、母親の感情的安定と密接に関連していると述べており、本研究も同様の結果
が示されたといえる。
一方、「子育て不安感Jr子育て負担感」は、母親が自身の育児方法への振り返りと関連が
あることが示された。輿石 (2002)は、養育者が自己の感情に注目しやすいと対処不能感が
高まり、育児不安が高まることを指摘している。また、産後うつ病に擢患している女性を対
象にした調査からは、擢患者は子どもが泣くことで焦り、イライラし、自分を責める気持ち
ゃ他人に迷惑をかけていると感じていること(福本 2005)、また子どものサインの読み取
りが有意に少ない(森岡ら 2006)ことなどが報告されている。もちろん産後うつ病と育児
不安感・負担感を同様に扱うことはできないが、これらの知見と本研究の結果をまとめると、
育児への負担感や不安感の高まりは、母親が自分の子育てを否定的に捉えてしまうなど、ネ
ガティブな自己注目意識を高めると同時に、子どもの気持ちに寄り添う視点を弱めてしまう
可能性があることが示唆される。
最後に「子育て充実Jr子育て不安感Jr子育て負担感」全てに低い正の相闘を示したのが、
「他者の子育て参照」であった。子育て仲間などのネットワークが、子育て不安やストレスを
低減することは、これまで多くの研究で示されてきた(例えば手島・原口、 2003)。しかし
一方で、他者の育児方法を見ることで自分の育児に自信をなくすこと、他者から自分の子育
てがどのように思われるのか不安になること(東ほか、 2009)、子どもの発達を比較し不安
になること(平成 12年度幼児健康度調査)など、ネットワークが逆に母親の不安につなが
る場合も少なからずあることが指摘されている。本研究の結果は、こうしたプラスとマイナ
スの両方の側面を反映したものといえるのかもしれない。
(2)育児感情と養育行動の関連
次に、育児感情と養育行動の関連について調べるため相関分析を行った。その結果、「子育
て充実感」は、「積極的・肯定的関心」との聞に正の相闘がみられ、「感情的な叱責」との聞
に低い負の相闘がみられた。一方、「子育て不安感Jr子育て負担感」は、「積極的・肯定的関
心」との聞に値は低いが、負の相闘がみられ、「感情的な叱責」との聞には正の相闘がみられ
た。これらの結果から、「子育て充実感」は、子どもに積極的に関与することや、肯定的なか
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かわりにつながることが理解され、一方、「子育て不安感Jr子育て負担感」は、子どもに対
して感情的に叱るなどの行為と関連することが理解された。村松 (2006)は、母親の衝動的
感情に焦点を当てた研究の中で、子どもに対する衝動的な感情は、わだかまり(育児不安)
となって母親の心を循環し、子どもをしつける時に生じる衝動的感情を惹き起す要因(育児
ストレス)につながることを指摘している。また、感情的な叱責やスパンキングが多いほど
子どもの問題傾向の程度が高くなること(三鈷 2008)、そうした子どもの問題行動が親の
ストレスをさらに高めること(栗)1[ 2004)なども指摘されている。本研究での結果やこれ
らの知見を踏まえると、養育態度に関連する親の育児感情をどのように支えるかは、保育相
談支援の中で重要な視点になるといえる。
(3)育児感情と保育相談支援の関連
保育相談支援が母親の育児感情に影響を及ぼしているのかを調べるため、「相談しやすい」
と回答した群 (559名)、「相談しづらい」と回答した群 (66名)の2群に分け、平均値を比
較した。その結果、「相談しやすい」と回答した群は、「子育て充実感」をより感じており、「子
育て不安感Jr子育て負担感」は低いという結果が示された。これらの結果から、保育相談支
援の利用しやすさは、母親の育児感情に影響を及ぼしていることが理解された。手島・原口
(2003)は、子育て中の母親へのソーシャル・サポートとして、母親同士が気軽に話せる環
境や子どもが遊べる場所とともに、子育ての専門家によるサポートが育児不安の軽減に有効
であることを示している。本研究で示された結果も、先行研究と同様に、保育相談支援が母
親の育児不安などネガティブな育児感情の軽減につながること、また育児への充実感を向上
させる要因となる可能性を示唆するものといえるだろう。
次に、「相談しやすい」と回答した群、「相談しづらい」と回答した群の2群において「育
児感情」が「子育てへの省察Jr養育行動」とどのように関連しているか、それぞれ特徴を探
るため、群別に相関分析を行った。「育児感情」と「子どもへの省察」との関連についてみる
と、「相談しやすいJr相談しづらい」の両群ともに、「子育て充実感」と「子どもへの省察」
「他者の子育て参照」の聞に正の相闘がみられ、「子育て不安感Jr子育て負担感」は「親自身
の省察Jr他者の子育て参照」との聞に正の相闘がみられた。ただし、相関の程度をみると「相
談しづらい」と回答した群は、「相談しやすい」と回答した群に比べ、それぞれの因子問、特
に負担感と省察行為の相闘が高い結果となっている。これらの結果から、保育相談支援を利
用できていない母親ほど、育児に対する不安感や負担感と、母親自身が育児方法を振り返る
行為(親自身の省察)、他者の子育てと自分の子育てを比べる行為(他者の子育て参照)が、
強く結びつきやすいことが理解される。つまり、保育相談支援は、母親が自身の育児を振り
返ることや他者の子育てを参照することにより高まる不安感や負担感(もしくは逆に、不安
感や負担感が高まることで、自身の育児を責める、人と比べてしまうといった思い)を軽減
する効果があるといえるかもしれない。しかし一方で「相談しづらい」と回答した群にのみ、
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「子育て負担感」と「子どもへの省察」に正の相闘がみられたこと、また「相談しやすい」と
回答した群に比べ「子育て充実感」と「子どもへの省察JI他者の子育て参照」の相聞が高い
結果が示されていることから、今後、保育相談支援によるサポートの有無による、母親の育
児中の感情体験と子育ての省察する行為の関連性について、質的調査などを含めたさらなる
検討が必要といえるだろう。
最後に、「育児感情」と「養育行動」の関連について、それぞれの群で相関分析を行った。
その結果、「相談しやすい」と回答した群、「相談しづらい」と回答した群、双方に「子育て
充実感」と「積極的・肯定的関心」の聞に正の相関、「子育て充実感」と「感情的な叱責」の
聞に負の相闘がみられた。また、それぞれの群の「子育て不安感JI子育て負担感」と「感情
的な叱責」の聞には正の相闘がみられた。両群の相聞の程度の違いをみると、「子育て充実感」
と「積極的・肯定的関心」の問の相聞に両群の違いがみられたが、それ以外の因子聞にはさ
ほど大きな違いはみられなかった。これらの結果から、保育相談の利用のしやすさは、「育児
感情」と「養育行動」の結びつきにあまり影響を及ぼさないことが理解された。このことは
保育相談支援によるサポートの有無にかかわらず、不安感や負担感が高まると子どもに対し
て感情的に接してしまう、また逆に子育てに対して充実感を感じているほど、肯定的・積極
的なかかわりが増えるということを示唆している。ただし、上述の結果で示されているとお
り、そもそも保育現場での相談のしやすさが、子育てへの充実感を高め、また不安感や負担
感を軽減することを踏まえると、保育相談支援のサポートの有無が、ポジティブ・ネガティ
ブそれぞれの養育行動の出現頻度に影響を及ぼすことは間違いないといえるだろう。
5.本研究の課題
本研究の課題としては、以下の3点が挙げられる。第一に、本研究では子育て中の母親に
対するソーシャル・サポートとして、保育相談支援以外のサポート資源との関連について検
討がなされていない点である。夫や親族からのサポート、子育て仲間の存在など、母親の育
児感情に影響を与えるその他のサポート資源と併せて検討することで、保育相談支援が育児
感情へ及ぼす影響や特色、またより効果的に支援を行うための示唆が得られるのではないか
と考える。第二に、本研究では調査対象として乳幼児を育てる母親全てを対象としており、
子どもの年齢や人数を考慮していない。今後は、子どもの年齢、人数など子育ての状況を含
めた検討が必要といえる。第三に、「育児感情JI子育てへの省察JI養育行動」それぞれの尺
度の信頼性・妥当性の問題である。今回の研究では、協力者への負担を考え質問数を限定し
て調査を実施した。そのため、因子分析の段階で下位因子の項目数が少なくなり、各構成概
念(各因子)の内容が、それぞれの事象を十分に反映したものとはいえないだろう。今後、
質問項目を再度検討し、調査を継続する必要があるだろう。
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Abstract 
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This study examined the following two points: (a) the associations between the 
emotions of mo出ersrearing infants and self-reflection of own child-rearing behaviors. 
(b) the effects of counseling and support to guardians at a nursery school and 
kindergarten upon parental emotions of the child-rearing practices. The Questionnaires 
were distributed to 731 mothers of the nursery schools and kindergartens to ask about 
the emotions of own child-rearing， self-reflection of child-rearing， child-rearing 
behaviors， and use of counseling釘ldsupport in child care. The results indicated 
correlations between: (a) the presence or absence of the mother' s a凶ityto understand 
the feelings of children， the positive interactions with their children， and the feeling of 
fulfil1ment in child-rearing. (b) the anxiety and burden of child-rearing and血.ebehavior 
of scolding emotiona"lly. (c) providing counseling and support in child care and reducing 
the level of parent' s anxiety and burden of child-rearing. 
